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戸じ

耐
脚

正

雄

緒

冒l

庚
義
に
で
鎮
業
税
と
い
へ
ば
、
狭
義
に
於
げ
る
錆
業
税
の
外
、
砂
錆
直
積
を
も
含
h
u

法
に
て
規
定
し
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
狭
義
の
錆
業
穂
は
濁
立
税
法
に
て
は
規
定
せ
ら
れ
十
、
錆
業
法
中
に
錆
業
取
締

砂
鋪
直
積
は
濁
立
の
税

監
督
規
定
に
附
帯
し
て
規
定
せ
ら
れ
、
其
魚
め
自
ら
其
監
督
手
数
料
た
り
.
純
然
た
る
租
税
に
ら
ざ
る
の
嫌
も
あ
る

し
、
之
を
一
の
視
と
し
て
も
、
之
が
課
税
方
法
が
、
産
物
債
格
に
よ
る
の
従
債
枕
と
、
そ
し
て
鏑
業
面
積
に
よ
る

従
量
読
と
か
ら
成
、
り
、
拘
に
粗
宋
極
ま
る
原
始
的
な
る
不
完
全
な
る
税
で
も
あ
っ
て
、
其
の
故
に
、
在
と
し
で
の

鎖
業
税
に
坊
主
て

第
三
十
九
巻

四
五
七

第
四
披



績
業
税
に
就
き
て

第
三
十
九
巻

四
五
八

第
四
放

債
値
乏
し
く
、
兎
角
、
準
者
か
ら
等
閑
に
附
さ
れ
る
所
で
め
る
。
併
し
恰
か
も
然
る
が
故
に
、
却
っ
て
大
に
考
究

し
、
深
〈
洞
察
し
て
見
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
も
の
に
属
す
る
。
伺
っ
て
私
は
韮
に
之
を
取
上
げ
て
問
題
と
矯
し
、
共

本
質
を
吟
味
し
且
つ
改
造
方
法
を
工
夫
し
て
見
ゃ
う
と
思
ふ
。

第
一
段

現
行
浩
及
其
批
判

一
現
行
法
規
t

鉱
業
晩
、
詳
し
く
い
へ
ば
鏑
業
税
及
砂
鏑
匝
暁
で
あ
る
が
、
共
要
綱
は
友
の
如
し
c

附
耕
一
枕
義
務
者
|
|
鉱
業
棒
者
砂
一
銃
晶
体
者
、

間
山
謀
積
物
件

い
狭
義
錆
業
税
の
課
税
物
件

間
積
極
的
範
園
|
|
鋸
業
、
卸
ち
、
鑑
物
(
金
鏡
、
銀
鎮
、
銅
鋪
、
鉛
鏡
、
蒼
鉛
鏡
、
錫
鋸
、
安
質
母
尼

鎮
、
水
銀
鏑
.
亜
鉛
鋸
、
錨
鎮
、
硫
化
鍛
錬
.
格
魯
韻
錨
鏡
、
浦
俺
鍍
、
重
石
鎮
、
水
鉛
鏡
、
枇
鏡
、
燐
鍍
、
黒

鉛
、
石
炭
、
亜
炭
、
石
油
、
土
躍
青
、
及
、
硫
黄
)
(
砂
舗
は
入
ら
中
)
の
試
掘
、
採
掘
、
及
、
之
に
附
属
す
る
事
業
、

間
消
極
的
範
囲
|
|

糾
含
油
層
と
密
接
聞
係
め
る
可
燃
質
天
然
克
期
(
石
油
と
見
倣
き
れ
る
)
に
し
て
、
工
業
用
、
共
他
の
替

利
を
目
的
と
せ
守
し
て
、
単
に
‘

制
金
鏡
、
銀
鏡
、
鉛
鏡
、
鍛
鋸
に
つ
き
で
は
鋸
産
税
を
課
せ
争
、

一
家
の
自
用
に
供
す
る
も
の
は
石
油
と
し
て
課
稜
せ
子
、



ー
/ろ

砂
鏑
直
積
|
|
砂
金
採
取
営
目
的
と
す
る
砂
鋸
臣
、

何
課
税
標
準
及
暁
率

い
狭
義
鋪
業
税
の
標
準
及
税
率

川
鋸
産
税
a
l
l
鋪
産
物
債
格
の
千
介
の
玉
、

間J

鏑
直
税
|
|
鏑
匡
一
千
坪
毎
に
毎
年
、
試
掘
三
十
鏡
、
採
掘
六
十
銭
、

ろ
砂
鏑
砿
積
|
|
毎
年

mw
河
床
|
|
砂
鏑
匝
域
一
町
毎
三
十
錦
、

間
河
床
に
非
る
も
の
ー
ー
ー
砂
鍍
区
域
一
千
坪
毎
、
三
十
銭
、

間
納
現
方
法
、

い
鋪
産
積
|
|
毎
年
三
月
中
に
前
年
分
を
納
む
、

ろ
鏑
直
積
|
|
毎
年
十
二
月
中
に
翌
年
分
を
前
納
す
、

同
地
方
附
加
暁

い
道
府
購

向
狭
義
鋸
業
積

山
門
鋪
産
税
|
|
本
枕
の
千
分
の
二
百
以
内
、

山
門
試
掘
錆
直
積
1
1
1
本
税
の
百
分
の
三
以
内
、

鎖
業
務
に
就
き
て

第
三
十
九
巻

四
五
九

第
四
時
現

令
!恥法



捕
酬
業
稔
に
就
き
て

第
三
十
九
巻

第
四
就

四

四
六

O

付
採
掘
鏑
匝
枕
|
|
本
現
の
百
分
の
七
以
内

向
砂
鋸
直
積

l
l本
積
の
百
分
の
十
以
内
、

ろ
市
町
村

町
狭
義
鏑
業
税

川
門
領
産
枕
|
|
本
抵
の
千
分
の
千
二
百
以
内
、

別
試
掘
鋪
匹
税
|
i
本
暁
の
百
分
の
さ
以
内
、

川
拡
掘
釦
匝
税
|
本
哲
一
百
分
の
七
以
内
、

問
砂
鋸
匡
耽
|
|
本
抵
の
百
分
の
十
以
内
、

二
批
判

小
川
存
廃
問
題

い
廃
止
論

何
臆
能
公
平
の
見
地
か
ら

l
l川
円
多
く
の
固
に
て
は
、
そ
し
て
我
闘
に
で
も
、
原
則
上
、
原
始
産
業
に

は
管
業
課
琉
を
免
十
る
の
主
義
ぞ
取
る
唱
と
し
て
、
濁
り
、
此
錆
業
者
だ
け
に
、
仙
台
業
税
に
代
る
べ
き
鎖
業
現
を
課

す
る
と
す
れ
ば
、
此
鉱
業
者
を
ぱ
特
に
重
課
す
る
と
い
ふ
の
嫌
が
め
る
。
だ
か
ら
し
で
か
し
ろ
此
耽
を
止
め
る
の

が
主
義
を
一
貫
す
る
所
以
で
あ
る

3

と
い
ふ
の
が
一
の
見
方
で
あ
る
。
山
門
そ
れ
か
ら
支
薬
の
助
で
は
あ
る
け
れ
ど

も
、
此
耽
の
課
税
方
法
が
、
あ
ま
り
に
も
粗
宋
で
あ
り
、
随
っ
て
能
力
に
鷹
や
る
上
に
不
満
足
で
あ
る
。
そ
れ
壮

Alsleben， Bergwerksabgaben. (lIwb. d. Stw. 4 Anfl. 11.)呂田 5'71) 



な
れ
ば
り
し
ろ
本
積
を
止
め
に
し
た
が
良
い
と
い
ふ
こ
と
も
い
が
得
る
。
尤
も
此
鮪
は
原
則
上
に
本
積
の
存
立
が

認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
多
少
は
辛
棒
も
出
来
る
し
、

叉
後
に
も
い
ふ
や
う
に
改
正
手
段
を
壷
す
事
に
よ
り
て
之
に

打
も
克
つ
こ

E
色
出
来
る
。

倒
産
業
及
枇
命
日
政
策
上
か
ら
帥
錆
業
者
に
は
諸
多
の
耽
及
手
数
料
等
の
負
携
を
免
れ
十
と
し
て
、
共
上

に
も
錨
業
訴
を
課
す
る
と
き
に
は
、
共
過
重
な
る
負
擦
の
矯
め
に
共
の
生
産
を
妨
ぐ
る
と
い
ふ

P

械
が
あ

v

る
じ
、
山
w

何
又
、
共
鏑
業
の
産
物
た
る
鏑
物
炉
、
諸
多
の
産
業
の
翁
め
に
必
要
な
る
原
料
乃
至
は
、
人
冷
の
必
要
な
る
生
活

資
料
で
も
あ
る
の
で
、
鏑
業
へ
の
課
掛
が
白
ら
此
産
物
へ
の
負
槍
と
な
っ
て
、
共
を
使
用
す
る
産
業
及
生
慣
を
腿

迫
す
る
L
』
・
い
ふ
間
接
mw
結
果
も
あ
る
。
主
(
鍬
物
の
中
に
て
も
、
取
り
分
り
、
石
油

E
石
裁
k
が
、
民
衆
生
活
の
錦

め
の
必
要
資
料
と
し
て
、
且
つ
産
業
に
と
り
て
の
必
要
材
料
と
し
て
、
共
へ
の
課
税
が
促
令
間
接
と
は
い
へ
、
此

等
の
債
格
を
引
上
ヤ
る
こ
と
と
な
っ
て
、
一
枇
命
日
上
、
産
業
上
、
望
ま
し
か
ら
ぎ
る
事
に
な
る
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。

共
等
の
輸
を
考
ふ
る
と
き
に
、
共
弾
害
を
除
〈
矯
め
に
は
、
此
税
を
杢
廃
す
る
か
、
少
く
と
も
特
に
石
油
石
茨
な

り
と
も
免
税
す
る
と
い
ふ
事
に
し
た
い
左
い
へ
る
。

ろ
存
置
論
|
|
併
し
右
に
劃
し
て
は
、
此
耽
を
存
置
す
べ
し
と
い
ふ
考
も
亦
有
力
で
あ
る
。

川
財
政
牧
入
上
|
|
先
づ
以
て
財
政
牧
入
か
ら
い
ふ
と
、
此
に
よ
り
て
兎
に
も
角
に
も
一
の
牧
入
を
閥
単

げ
得
ら
る
る
と
い
ふ
こ
と
は
あ
る
し
，
特
に
又
、

例
公
平
課
税
上
1
1
6
削
従
来
の
課
税
方
法
の
不
満
足
だ
と
い
ふ
黙
は
、
之
を
出
来
る
だ
け
改
良
す
る
こ

錆
業
税
目
就
き
一

第
三
十
九
巻

za
、

肺
F

」
ノ

第
四
就

五ー
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備
業
枕
に
就
き
「

第
三
十
九
念

四
六

第
闘
拡

~ 

/、

と
に
よ
り
て
、
或
皮
ま
で
解
消
し
得
る
。
ぞ
れ
に
で
も
向
は
も
不
満
足
だ
と
い
ふ
事
に
至
て
は
、
他
の
多
〈
の
税
に

共
通
の
事
と
し
て
辛
棒
し
得
る
。
制
そ
れ
か
ら
原
則
上
に
も
、
領
業
者
に
時
営
業
牧
盆
枕
、
乃
至
、
叫
営
業
税
を
課
し

な
い
な
ら
ば
、
錨
業
者
に
劃
す
る
之
に
代
る
読
と
し
て
鋸
業
税
が
あ
っ
て
初
め
て
均
衡
が
得
ら
れ
る
。
も
し
叉
そ

の
鋸
業
税
を
廃
す
と
す
れ
ば
、
鋸
業
者
へ
の
轡
業
牧
盆
説
、
管
業
暁
の
延
長
が
あ
っ
て
宜
し
い
。
錨
業
者
は
一
の

原
始
産
業
者
だ
か
ら
、
農
業
者
な
み
に
偉
業
課
耽
皆
無
と
し
て
然
る
ぺ
し

2
も
い
ふ
炉
、
原
始
農
業
へ
の
ル
営
業
課

枇
と
い
ふ
事
が
瑚
論
上
、
此
同
定
し
科
る
し
、
却
ち
原
始
産
業

t
い
へ
ど
も
替
利
的
じ
佐
ま
る
る
限
り
川
営
業
税
を
か

け

τ良
レ
の
で
あ
り
、
そ
し
て
鉱
業
者
は
特
に
近
代
に
て
は
単
な
る
原
始
産
業
者
で
は
な
く
、
工
業
者
に
近
き
規

模
、
設
備
、
方
法
ぞ
備
へ
て
替
利
的
に
行
ふ
て
居
る
も
の
だ
か
ら
、
商
工
業
者
に
管
業
課
税
す
る
以
上
.
此
に
も

共
と
卦
等
の
課
税
な
か
る
べ
か
ら
や
で
あ
る
。
却
ち
此
鋸
業
に
も
管
業
課
税
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぽ
の
で
あ
る
。

間
産
業
及
祉
曾
政
策
上
1
i
i
此
枕
が
砂
田
該
鋸
業
.
及
間
接
に
は
諸
の
産
業
並
に
民
衆
生
活
を
魅
迫
す
と

い
ふ
姑
に
至
り
で
は
、
其
程
度
が
甚
し
〈
な
い
な
ら
ば
忍
ば
る
る
宰
で
あ
り
、
特
に
一
一
般
大
衆
に
閥
係
重
大
な
る

物
へ
の
課
枕
と
て
も
、
他
の
方
面
に
あ
ち
で
も
此
種
の
物
へ
管
業
税
や
消
費
税
な
ど
が
存
立
し
て
居
る
こ
と
に
よ

り
て
恕
し
得
る
し
、
或
は
特
に
此
種
の
大
衆
生
活
に
闘
係
の
重
大
な
る
も
の
だ
け
を
菟
視
と
す
る
や
う
な
事
も
出

来
る
の
で
あ
る
。

油
鋸
山
行
政
上

|
l此
鎮
業
に
劃
し
て
特
別
の
積
雪
取
る
と
い
ふ
事
は
、
之
に
よ
b
て
鉱
山
行
政
の
監

督
事
務
と
関
係
を
有
っ
て
行
く
事
と
な
り
、
行
政
上
都
合
が
良
い
と
い
ふ
勤
も
あ
る
。
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町
積
質
問
題

作
報
償
か
租
税
か
|
|
鋪
業
誌
に
は
錆
業
監
督
の
手
数
料
と
い
ふ
嫌
は
あ
る
け
ど
も
.
そ
れ
は
殆
ん
ど
い

ふ
に
足
ら
ぬ
も
の
と
し
て
、
特
に
此
枕
が
鏑
物
と
い
ふ
闘
の
特
権
に
属
す
る
も
の
を
採
掘
又
試
掘
す
る
利
盆
に
卦

す
る
の
報
償
へ
叉
は
地
代
)
の
や
う
に
も
見
え
る
。
特
に
鏑
直
積
に
於
て
然
り
と
す
る
。
如
何
に
も
廃
史
的
に
考
ヘ

て
、
比
硬
に
か
か
る
分
子
の
存
す
る
と
は
見
ら
る
る
け
れ
ど
も
、
併
し
既
に
今
日
の
時
世
、
之
を
稜
と
し
て
取
扱

び
来
っ
て
居
る
以
k
、
段
?
と
品
物
一
質
し
来
り
て
、
今
日
で
は
此
も
北
川
φ

の
棋
利
者
一
か
此
権
利
や
一
有
つ
に
よ
り
C
生

J
V
J

べ
き
能
力
に
謄
じ
て
課

F
'引
所
の
説
と
し
な
け
れ
.
ば
な
ら
ぬ
。
尤
も
鏑
眼
視
の
方
は
権
利
料
だ
冶
の
意
味
が
多

少
潜
ん
で
は
居
る
。

ろ
替
業
積
か
消
費
税
か

間
消
費
税
と
色
見
ら
れ
る
l
l
d共
は
嬢
直
積
に
は
珊
h
y

営
ら
な
い
が
、
鋸
産
税
に
至
つ
て
は
、

恰
か
色

消
費
積
に
於
い
て
営
業
者
に
就
き
て
生
産
(
製
造
)
挽
を
取
る
の
と
形
式
上
少
し
も
異
ら
や
、
随
っ
て
此
に
で
も
、

現
が
鋪
業
者
か
ら
消
費
者
に
轄
嫁
せ
ら
る
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
の
如
〈
に
見
ゆ
る
。
卸
ち
此
税
が
一
の
消
費

税
の
ゃ
う
で
も
め
る
。
併
し
此
抵
の
関
係
す
る
物
瞳
が
普
通
の
一
消
費
税
の
課
税
物
件
と
は
趣
を
異
に
し
て
、
所
謂
、

享
楽
方
便
で
は
な
く
し
て
、
む
し
ろ
原
料
で
あ
り
、
生
活
必
要
材
料
で
も
あ
る
の
で
、
共
の
魚
め
に
此
積
い
か
産
業

又
は
生
活
を
底
追
す
る
こ
と
甚
し
く
、
消
費
税
の
物
理
と
し
て
は
望
ま
し
か
ら
玄
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
消
費
税

の
積
り
で
は
此
就
が
初
め
か
ら
し
て
出
来
た
も
の
で
は
な
い
ん
」
解
す
る
を
穣
嘗
と
す
る
。

鍍
業
税
に
就
き
マ

第
三
十
九
巻

四
大

第
四
時
瑞

七

.i¥lsleben， a. a. O. S. 512. Hecl;el， a. a.υS. 308. Conrad， a. a. O. S. 165・
Ehebecg， Fw. 18 & 19 Aufl. S. 267・
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鎖
業
枕
日
就
き
て

第
三
十
九
巻

i¥ 

第
四
就

四
六
回

向
崎
営
業
税
、
随
っ
て
牧
盆
積
と
す
る

l
l事
が
出
来
、
其
方
が
一
一
層
埴
切
で
あ
る
。
か
〈
見
る
と
き
に

判
前
記
、
之
を
消
費
税
と
見
た
場
令
の
如
き
不
都
合
な
〈
し
て
祷
み
得
る
し
、
山
山
鉱
業
者
一
か
別
に
管
業
牧
盆
問
、

叫
営
業
税
を
謀
せ
ら
れ
な
い
規
定
と
も
調
和
し
得
る
。

ωそ
し
て
此
枕
は
つ
ま
り
鉱
業
者
を
ば
共
牧
盆
に
つ
き
て
課

す
る
も
の
で
あ
り
、
た
だ
共
課
税
方
法
が
一
一
般
管
業
に
比
し
て
粗
雑
と
な
っ
て
居
る
に
止
ま
る
。
鋸
産
税
は
、
鋸

業
者
の
組
-
、
又
は
粗
)
枇
盆
と
い
ふ
一
の
外
形
標
準
に
依
る
も
の
で
あ
り
、
備
匝
視
は
生
産
地
域
の
百
積

t
い
ふ
他

の
外
形
標
準
に
依
る
も
の
で
あ
る
υ

だ
か
ら
し
て
此
耽
が
住
冷
に
し
て
叫
営
業
税
の
補
充
占
見
ら
れ
、
戒
は
ω
営
業
枕

に
代
る
も
の
と
見
ら
る
る
の
も
無
却
な
ら
ぬ
の
で
あ
ぁ
。

は
直
接
税
か
間
接
税
か

同
牽
帳
祇
従
率
視
の
意
味
に
て
1
1
0
鋸
産
税
も
鋸
直
積
も
と
も
に
明
か
に
一
の
蓋
帳
耽
で
め
ち
随
っ
て

直
接
枕
で
め
る
。
鉱
産
税
の
方
は
見
様
に
よ
ち
て
は
従
恋
一
・
視
の
如
〈
で
も
あ
る
。
け
れ
ど
も
‘
貫
際
、
鏡
業
者
が

鋸
業
に
つ
き
櫨
頑
的
に
納
付
し
、
毎
年
三
月
に
、
前
年
分
を
一
括
し
て
納
め
る
の
だ
か
ら
.
事
物
の
接
生
の
度
毎

に
納
h
u
る
所
の
従
率
稜
と
は
多
少
異
る
の
で
め
る
。
鎖
直
耽
は
鉱
業
者
一
か
鋸
匿
と
い
ふ
能
績
的
の
事
物
に
つ
い
て

毎
年
十
二
月
、
翌
年
分
を
一
括
前
納
す
る
も
の
ピ
か
ら
、
此
も
確
か
に
牽
帳
枕
で
あ
り
、
直
接
税
で
あ
る
。

向
負
携
の
直
接
間
接
の
意
味
に
て
|
|
鋸
直
枕
は
明
か
に
義
務
者
た
る
鋸
業
植
者
の
負
轄
と
な
る
べ
き

こ
と
を
期
待
し
た
も
の
と
し
て
直
接
詑
た
る
こ
と
に
争
な
い
が
、
錆
産
税
の
方
は
、
之
を
一
の
消
費
税
と
見
れ
ば

間
接
説
で
あ
り
、
併
し
む
し
ろ
之
を
牧
益
枕
と
す
る
な
ら
ば
、
必
然
に
直
接
税
に
入
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
事
に
な

8) Conrad， n. a. O. S. 166. 
9) Allix， Traite elemenlairc. 6吋 p.728. 



る。

に
圃
枕
か
地
方
硬
か

山
門
園
積

l
l此
鏑
業
枕
が
岡
現
に
越
す
る
の
は
い
ム
セ
待
た
ぬ
。
錨
物
が
闘
に
属
す
る
と
い
ふ
以
上
、

此
閥
係
か
ら
し
で
、
此
が
消
費
税
と
し
て
色
牧
品
価
税
と
し
て
も
困
の
課
税
と
な
る
の
は
営
然
と
い
へ
る
。

判
地
方
耽

i!?'と
し
て
は
何
う
か
、
恐
ら

t
は
此
耽
は
地
方
税
と
し
て
色
不
壇
賞
で
な
い
。
宜
際
、

ω

鉱
業
地
方
に
で
此
鏑
業
い
か
英
主
要
産
業
で
あ
っ
て
、

此
(
の
課
税
が
出
来
な
け
れ
ば
共
慮
に
は
殆
ん

E
財
源
ら
し

き
も
の
が
な
く
、
財
政
炉
立
行
か
ね
と
い
ふ
事
炉
生
じ
得
る
。
川
、
丸
、
共
地
方
に
て
は
鏑
業
が
共
地
方
同
盟
の
世

話
に
は
り
、
北
ハ
に
費
用
な
か
け
3
せ
る
と
い
ふ
ご
と
が
少
く
な
い
ο

其
拙
方
間
関
以
、
共
鉱
業
の
斜
め
ド
革
路
橋

梁
を
作
ら
な
く
て
は
な
ら
子
、
共
同
労
働
者
の
矯
め
に
、
皐
枝
、
衛
生
、
世
合
、
警
察
費
等
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら

向
。
共
費
用
を
鋪
業
が
負
ふ
の
は
営
然
だ
と
も
い
へ
る
。
そ
し
て
地
方
と
い
ふ
て
も
、
特
に
府
腕
よ
り
は
、
市
町

村
に
一
層
、
此
閥
係
が
密
接
で
め
り
、
叉
課
税
の
必
要
切
な
る
も

ωが
あ
る
。
か
く
て
細
川
闘
に
て
は
、
鏑
業
税
の

本
税
は
牧
入
の
一
割
五
分
だ
け
を
闘
に
牧
め
、
残
り
を
市
町
村
に
典
へ
て
居

h
、
石
油
及
燃
料
克
斯
の
追
加
耽
耽

入
は
七
分
五
厘
を
園
に
牧
め
、
残
り
の
字
分
づ
っ
e

伊
三
府
牒
と
市
町
村
と
に
分
配
す
る
所
で
あ
り
、
普
魯
西
に
て

一
八
九
三
年
以
来
は
地
方
税
の
み
と
し
た
。
法
蘭
に
で
も
此

は
舎
で
は
此
稜
を
園
の
耽
入
と
も
し
た
げ
れ

E
色、

積
が
現
に
地
方
読
の
み
と
な
っ
て
居
か
。

は
目
的
税
か
一
般
税
か

l
l希
臓
に
て
は
此
税
政
入
の
一
定
部
(
六
分
の
一
)
を
、
鋸
山
勢
働
者
金
庫
に
交

鎖
業
税
に
就
き
て

第
三
十
九
巻

四
六
五

第
四
時
加

九

Alsleben. •. •. O. s. 5'5. 
Eheberg. il. •. O. S. 271. 
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鎖
業
務
に
就
き
で

第
三
十
九
谷

四
六
六

第
四
就

O 

付
す
る
こ
と
に
し
て
居
る
。
此
も
一
の
考
方
で
は
あ
る
。
特
に
此
牧
入
を
、
鎮
業
第
働
者
の
一
服
利
増
進
に
伎
ふ
と

い
ふ
事
は
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
併
し
共
に
は
目
的
既
に
共
遁
な
る
弱
姑
の
伴
ふ
と
い
ふ
事
を
免
れ
な
い
。

だ
か
ら
し
て
此
積
を
一
一
般
読
と
し
て
、

mw課
枝
一
標
準
及
税
率

い
現
行
法
の
採
る
も
の

1

l
我
闘
の
は
産
物
の
従
債
比
例
課
税
と
錨
巨
の
面
積
視
と
の
二
よ

h
成
る
。

間
此
二
方
法
の
併
用

l
昔
、
何
れ
の
課
枕
方
法
'b
多
少
不
完
全
に
る
な
兎
れ
?
と
し
て
、
共
い
一
氏

一
般
的
経
費
に
使
ふ
の
が
無
難
で
は
ゐ
る
。

一
一
短
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
方
法
の
長
短
が
必
や
し
も
一
致
せ
や
、
随
っ
て
二
方
法
の
併
用
に
よ
り
て
一
方
法

の
み
の
場
合
の
快
勅
の
増
長
を
免
れ
る
を
得
る
可
能
性
が
め
り
、
か
く
し
て
長
短
相
助
け
る
と
い
ふ
こ
と
は
他
に

も
例
の
め
る
事
で
、
許

3
る
る
こ
と
で
あ
る
リ
併
し
叉
遡
つ
て
は
共
の
各
方
法
白
身
に
於
け
る
棋
姑
を
吟
味
し
て
、

共
を
ぱ
改
造
す
る
の
方
法
な
き
ゃ
が
次
の
問
題
で
あ
る
。

間
産
物
従
債
比
例
課
枕
方
法
l

は、

判
長
所
1

1
課
税
技
術
と
し
て
は
大
躍
、
簡
単
で
あ
り
、
牧
入
上
も
恐
ら
〈
相
営
に
多
牧
に
趨
し
、

そ
し
て
之
を
一
の
消
費
税
と
す
れ
ば
、
大
韓
忍
び
得
る
度
の
公
平
に
合
致
す
る
。
消
費
税
と
し
て
は
累
進
読
を
行

ふ
こ
と
は
面
倒
で
あ
り
、
去
り
と
て
従
量
比
列
で
は
あ
ま
り
に
も
不
公
平
と
な
る
か
ら
、
此
の
従
債
比
例
の
程
度

の
も
の
が
行
ひ
日
現
き
公
平
の
課
税
方
法
と
い
ふ
て
可
い
。

山
山
短
所
1

1
ハ
リ
併
し
此
暁
は
消
費
積
で
は
な
く
し
て
本
来
星
稜
と
す
べ
き
も
の
で
め
り
、
之
を
一

λlsleben， :l. a. O. S， 517. Lampe， a. a. O. S. 335・ Lotz，<l. a. O. 5， 410. '4) 



の
耽
益
琉
と
す
る
と
き
に
は
、
偲
令
、
所
得
税
の
や
う
に
完
全
に
近
き
暗
能
公
平
で
な
く
と
も
、
此
に
て
出
来
る

だ
け
公
平
に
遅
き
も
の
と
し
た
い
の
で
あ
る
。
牧
益
積
だ
か
ら
累
進
は
行
ひ
難
い
と
し
て
も
、

せ
め
て
は
此
方
法

の
や
う
に
鳩
牧
盆
(
産
物
債
格
)
に
よ
る
の
で
な
〈
し
て
、
純
牧
益
に
よ
り
て
課
す
る
こ
と
に
し
た
い
色
の
で
あ
り
、

共
の
線
牧
盆
に
依
る
の
が
不
公
平
と
い
は
払
け
れ
ば
な
ら
ぬ
吋
ぞ
れ
か
ら
財
政
牧
入
上
に
は
、
此
産
物
債
格
税
に

て
は
、
粧
樺
界
の
不
況
の
時
に
は
産
出
額
が
少
〈
な
り
、
随
っ
て
牧
入
の
大
減
少
を
告
げ
る
と
い
ふ
心
と
が
め
る
。

い
恕
持
上
仁
は
、
事
業
費
が
一
一
層
大
く
な
っ
穴
場
合
、
利
盆
蒋
言
、
鉱
山
の
開
設
せ
ら
る
る
場
合
、
又
は
産
物
侵
格

肝
不
況
の
絡
め
減
退
し
た
場
合
に
、
此
方
法
に
よ
る
と
常
業
者
に
と
り
て
大
な
る
苦
痛
ぞ
典
ふ
る
恐
も
あ
l
h
、
そ

h
川
h
r

ら
慨
業
は
概
し
て
純
議

ω
動
格
の
甚
し
き
ち
の
山
」
い
ふ
拙
か
ら
し

C
古
、
此
楓
諸
に
よ
る
課
税
ケ
背
嫡
ー
し
す

る
も
の
が
め
る
。
か
く
し
て
鏑
業
の
後
展
を
抑
魅
す
る
の
恐
あ
り
と
す
る
。

か
〈
て
此
方
法
に
は
長
所
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
短
所
も
相
官
に
あ
っ
て
、
必
中
し
も
推
薦
す
る
に
は
足
ら
ぬ
が
、

併
し
賀
例
は
可
な
り
多
い
。
印
ち
プ
ラ
ワ
ン
ジ
ュ
ヲ
イ
ヒ
、

戸
、
ガ
ソ
ァ
、

U

F

7

-

一
ァ
、
露
園
、
士
耳
古
な

E
に
ザ
は
れ
る
。

閉
館
直
面
積
課
税
方
法
九
-

ア
ン
』
M
Y

ト
、
チ
ユ

I
ピ
ン
グ
ン
諸
岡
、
西
班
牙
、
プ

ω長
所
l
l
t
此
方
法
は
課
暁
技
術
と
し
て
は
、
前
の
方
法
よ
り
も
一
層
に
簡
単
で
あ
り
、
財
政
牧
入

上
に
も
相
嘗
の
牧
入
を
間
帯
げ
得
ら
れ
、
而
か
も
北
〈
牧
入
が
事
業
界
の
盤
動
に
よ
り
で
あ
ま
り
多
く
動
揺
し
な
い
と

い
ふ
事
も
あ

b
、
経
済
上
に
は
、
或
者
が
漫
り
に
多
大
の
樺
利
面
積
を
自
ら
の
矯
め
に
留
保
し
て
、
他
の
企
業
者

槽
珊
業
涜
に
沈
き
ず

第
三
十
九
巻

四
六
七

第
四
披
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綾
業
枕
に
就
き
て

第
三
十
九
巻

第
四
時
抗

四
六
人

の
割
込
を
阻
止
す
る
の
を
抑
へ
る
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。

例
短
所

fllMい
併
し
面
積
の
み
に
よ
り
で
は
鑑
業
利
益
の
大
小
は
剣
ら
争
、
面
積
大
に
し
て
利
益
薄

き
も
の
が
あ
り
、
面
積
小
に
し
て
利
益
大
な
る
が
あ
る
。
だ
か
ら
し
て
公
平
と
い
ふ
黙
か
ら
い
ふ
と
、
前
記
の
産

物
税
よ
り
も
よ
り
多
〈
不
公
平
と
い
ふ
映
結
含
有
つ
ロ
一
見
に
蛭
梼
土
に
は
、
之
に
よ
り
て
錨
業
の
慌
張
を
抑
鹿
し
、

只
徒
ら
に
不
健
全
に
し
て
、
か
か
る
枕
に
よ
る
不
利
ぞ
も
僻
せ
が
る
知
器
山
師
?
践
属
せ
し
め
芯

2
い
ふ
恐
が
あ

る
。
か
く
て
此
方
訟
も
不
満
足
で
は
あ
お
け
れ
ど
も
、
棄
で
難
h
d
官
民
所
も
あ
る
の
で
、
可
な
り
庚
〈
行
は
れ
て
居

チ
ユ

p
v
グ
ン
諸
国
、
英
闘
属
領
地
、
白
耳
義
、
葡

萄
牙
、
伊
太
利
、
露
圏
、
希
臓
、
土
耳
古
、
プ
-
ア
ジ

Y
な
ど
に
行
は
れ
、
西
班
牙
、
プ

Y
ガ
可
ノ
ア
に
て
は
鋸
物
の

種
類
に
よ
り
等
差
を
設
け
て
之
を
一
子
小
、
側
聞
に
て
も
此
方
法
を
採
る
け
れ
ど
も
、
燃
料
に
闘
し
一
定
面
積
よ
り

引

も
規
模
小
に
、
年
牧
一
定
額
以
下
の
も
の
に
特
に
低
き
率
を
課
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
附
帯
し
て
居
る
。

ろ
代
る
べ
き
方
法

川
鏑
産
物
の
分
量
に
依
る
課
稜
1

ー
と
す
る
も
一
の
方
法
で
あ
る
。
此
は
諾
威
に
行
は
れ
、
波
蘭
の
地

方
税
に
も
行
伊
れ
る
。
簡
単
な
る
こ
と
此
上
・
も
な
い
け
れ
ど
も
、
此
が
分
量
と
い
ふ
て
唱
え
鉱
物
の
品
等
債
値
が

る
。
卸
ち
此
法
は
プ
一
ブ
タ
ン
し
y

ュ
ヲ
イ
ヒ
、

ア
ン
』

Y
ト
、

雑
多
だ
か
ら
し
て
、
此
れ
で
は
飴
り
に
不
公
平
の
甚
し
き
も
の
と
な
る
を
免
れ
ぬ
。
到
底
採
用
し
難
き
も
の
で
あ

る。

間
鉱
物
の
種
類
に
よ
ち
分
級
し
た
る
産
物
勧
!
l
?
と
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
此
が
英
闘
の
属
領
地
に
行

Jlrauer， ETtragsLeuern. (Hb. c1. Fw. 11.) S. 53. 1.a"，p"， ". a.. O. S. 335. Lotz， 
a. a. O. S. 410. 
Alsleben. a. a. O. S. 516. 
Al邑leben.a. a. O. S. 5，6-5'7・

AIsleben. a. a. O. S. 5'4-5'6. 
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民
れ
、
偽
聞
に
て
は
一
般
読
の
外
に
、
石
油
及
燃
料
瓦
斯
に
劃
し
て
此
方
法
に
よ
り
て
追
加
枕
を
識
し
、
波
蘭
の

地
方
税
で
は
此
に
依
る
を
得
と
な
っ
て
居
る
。
此
方
法
は
前
記
.
鏑
産
物
の
分
量
に
依
る
も
の
の
不
公
平
を
匡
E

す
る
に
足
る
が
、
併
し
共
の
種
類
に
よ
る
分
粧
が
貫
際
六
っ
か
し
く
、
立
法
者
の
恋
し
芯
と
な
る
を
菟
れ
争
、
な
し

ろ
単
純
に
鏑
産
物
の
債
格
に
よ
っ
た
方
が
簡
単
で
あ
っ
て
而
か
も
大
躍
、
公
平
L
し
な
り
得
る
。

謀
議
盆
へ
の
比
例
課
和
ー
ー
と
す
る
を
す
。
即
ち
此
れ
だ
と
我
園
現
行
の
替
養
護
と
同
一

方
法
に
依
る
こ
と
に
な
る
捧
で
あ
る
。
そ
し
て
此
が
悌
閣
に
行
は
れ
て
居
る
の
外
、
和
蘭
、
萄
葡
牙
、
伊
太
利
、

路

希
臓
、
プ
司
プ
ジ
U
Y

に
も
行
は
れ
る
。
共
長
短
は
左
の
却
し
。

判
長
則

川
公
平
上
|
|
i
此
方
法
は
行
ひ
得
る
な
ら
ば
、
我
現
行
の
産
物
従
債
比
例
よ
り
も
よ
り
多

t
公
平

で
は
あ
る
。
産
物
債
格
如
何
に
大
で
あ
っ
て
も
、
費
用
が
割
合
に
大
で
あ
れ
ば
、
鏑
業
者
の
利
益
は
少
〈
、
随
っ

て
共
給
付
能
力
も
小
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
能
力
に
臆
十
る
公
平
か
ら
い
ふ
と
、
産
物
債
格
、
帥
ち
娘
牧
入
に
よ

る
よ
り
は
、
純
盆
に
よ
る
の
が
確
か
に
一
一
暦
趨
営
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ω

吋
経
済
上
|
|
鋸
業
に
劃
し
て
共
利
盆
の
有
無
大
小
に
拘
ら
や
、
翠
に
共
組
牧
に
よ
り
て
課
す
る

と
き
に
は
、
共
の
貫
蹟
の
頗
る
不
利
な
る
に
拘
ら
十
課
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
、
共
の
錨
業
の
畿
展
を
阻
止
す
る

や
う
に
な
る
。
然
る
に
嘗
業
者
利
盆
の
有
無
大
小
に
よ
り
て
課
す
れ
ば
、
営
業
者
は
利
盆
あ
れ
ば
課
せ
ら
れ
、
此

れ
な
け
れ
ば
免
が
れ
て
、
極
め
て
柴
に
な
る
。
安
ん
じ
て
其
業
務
に
営
り
得
、
結
局
、
共
事
業
の
説
明
展
に
資
す
る

陣
醜
業
税
に
就
き
て

四
六
九

第
四
務

第
三
十
九
巻
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鍍
業
税
に
就
き
ず

官
何
日
↓
骨
川

t
p
E
Z
 

第
三
十
九
巻

四

四
七

O

こ
と
が
出
来
る
。

A

一
耽
合
目
政
策
上
1
l
t
か
ら
い
ふ
と
、

f

、

一
層
小
規
模
に
一
一
暦
不
完
備
な
も
の
よ
り
も
牧
金
奉
の
一
一
層
大
な
る

rげ
に
て
は
、
綿
産
額
に
課
す
る
従
来
の
方

一
層
大
規
模
に
一
一
暦
完
備
し
に
設
備
に
よ
り
て
管
む
者
が
、

法
に
て
は
、

一
層
大
な
る
企
業
者
を
有
利
と
し
て
小
企
業
者
を
不
利
と
す
る
傾
が
あ
る
。
然
る
に
、
此
に
い
ふ
や

う
な
純
益
に
よ
り
て
課
す
る
と
き
に
は
、
之
を
匡
正
し
符
る
ザ
し
と
と
な
り
、
小
企
業
者
を
し
て
従
来
に
比
し
て
一

暦
有
利
な
ら
し
め
る
。

一
一
課
積
技
術
上

l
lー
に
は
此
方
法
が
潤
ム
ザ
面
倒
の
や
う
で
は
め
る
が
、
肢
に
一
般
に
管
業
に
つ
き

で
純
益
を
調
査
し
て
之
に
課
し
て
居
る
以
上
、
此
鋸
業
の
み
に
此
が
行
は
れ
な
い
と
い
ふ
筈
は
な
い
。
卸
ち
此
一
か

行
ひ
得
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
此
鋪
業
に
は
今
日
の
時
世
、
合
吐
組
織
が
多
い
か
ら
、
公
示
義
務
が
伴
ひ
、
随
っ

て
其
純
盆
を
見
る
こ
と
は
む
し
ろ
容
易
の
事
と
い
ふ
て
良
い
。

ホ
財
政
牧
入
上
ー
ー
か
ら
い
ふ
と
、
此
方
法
で
は
、
費
用
に
課
せ
守
し
て
、
車
に
純
盆
に
よ
る
か

ら
、
税
率
が
割
合
に
高
い
も
の
で
も
堪
へ
ら
れ
る
。
特
に
紹
牧
に
よ
る
場
合
の
、
何
れ
か
ー
と
い
へ
ば
不
利
な
る
者

を
目
安
と
し
て
定
ま
っ
た
率
よ
り
は
割
高
な
る
率
た
る
こ
と
が
出
来
、
共
匁
め
に
財
政
枇
λ
が
一
一
暦
大
い
こ
正
を

得
る
と
い
ふ
事
が
あ
る
。
之
に
劃
し
て
、

制
短
所

i
!と
し
て
は

ハ
け
課
税
技
術
上

1
1
此
純
益
計
算
な
る
も
の
が
、
少
〈
と
も
綿
産
債
額
に
よ
る
よ
り
も
、
営
局
者

A bleben， elJenda. 
AIsleben， ebenda. 
TRylor， a. a. O. S. 339・
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に
と
り
て
一
層
面
倒
で
あ
り
、
且
つ
営
業
者
に
と
り
で
も
一
一
暦
厄
介
な
も
の
と
い
ふ
を
菟
れ
ぬ
。
蓮
肱
の
弊
の
大

い
と
い
ふ
こ
と
も
蒐
れ
な
い
。

官
公
平
及
枇
命
日
政
策
上
|
|
此
方
法
に
て
は
純
益
に
は
依
る
け
れ
ど
も
、
累
進
に
よ
ら
宇
し
て
翠

に
比
例
に
よ
る
か
ら
、
共
れ
だ
け
に
て
は
龍
力
に
臆
じ
又
、
小
企
業
者
を
宥
恕
す
る
に
於
て
尚
ほ
不
満
足
な
る
も

の
が
残
る
。

、‘ノ』
財
政
牝
入
上
ー
ー
に
は
此
方
法
は
産
額
比
例
課
税
に
比
し
て
税
耽
入
の
動
格
性
が
一
層
大
で
あ

り
、
且
つ
収
入
額
共
色
の
も
一
一
瞥
小
い
か
も
知
れ
な
い
c

尤
色
此
の
絡
の
鈷
は
、
税
率
に
も
よ
る
こ
と
で
あ
る
の

r

e

、F
O

b--
、内
U

同
鏑
業
純
益
へ
の
累
進
課
税
ー
ー
ー
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
他
方
、
管
業
税
共
も
の
に
累
進
課
税
が
ま

だ
大
し
て
行
は
れ
て
居
ら
ぬ
か
ら
、
館
業
に
つ
き
今
日
共
慮
ま
で
準
め
る
の
は
六
っ
か
し
い
で
は
あ
ら
う
。
が
恒

り
に
之
を
行
ふ
v
と
す
れ
ば
、
共
長
短
は
左
の
如
し
ω

判
長
所

イ
公
平
及
枇
舎
政
策
上
|
|
此
方
法
が
出
来
れ
ば
、
此
趣
旨
に
は
最
良
く
遁
'
フ
。

益

'e基
ぐ
る
者
は
、
能
力
が
一
層
大
な
る
罪
で
あ
り
、
世
舎
的
に
一
一
暦
優
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。
之
に
劃
し
て
、

一
層
大
な
る
純

よ
り
小
純
益
の
者
よ
り
も
一
層
高
率
に
て
課
す
る
と
い
ふ
事
は
、
此
二
の
見
地
か
ら
し
て
は
宮
然
で
あ
り
叉
必
要

の
こ
と
で
あ
る
。

績
業
枕
に
就
き
て

第
三
十
九
巻

第
四
球

2王

四
七
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第
三
十
九
巻

第
四
務

一占ノ、

銭
業
務
に
就
き
て

ロ
経
溝
上
ー
ー
か
ら
い
ふ
て
も
、
之
に
よ
り
て
多
少
、
大
企
業
者
を
暦
遁
す
る
ゃ
う
で
も
あ
る
け

れ
ど
も
、
此
に
於
け
る
累
進
が
そ
ん
な
に
烈
し
い
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
ら
、
共
れ
程
ま
で
に
至
ら
や
‘
大
企
業

四
七

者
と
て
も
能
〈
此
に
堪
え
る
こ
と
を
得
て
、
経
碑
上
の
接
展
を
阻
止
す
る
に
は
至
る
ま
い
。

』
財
政
牧
入
上
ー
ー
に
は
、
税
率
の
定
め
方
如
何
に
よ
り
で
は
、
純
益
比
例
よ
ち
も
一
一
層
の
多
牧

た
ら
し
め
る
こ
と
が
出
来
ゃ
う
。

一
一
課
椛
技
術
上
ー
ー
ー
に
は
、
此
が
柏
'q
副
倒
で
は
あ
ら
う
が
、
併
し
其
れ
む
も
地
へ
ら
れ
ぬ
ほ
ピ
，

の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

山
山
短
所

イ
課
積
技
術
上
ー
ー
に
は
勿
論
、
純
盆
比
例
に
比
し
て
は
一
屠
面
倒
で
あ
る
。

吋
誼
漕
上
|
|
用
品
準
の
度
会
如
何
に
よ
り
で
は
、
或
は
あ
ま
り
に
も
大
企
業
を
底
追
し
、
杢
瞳
上
、

領
業
の
後
展
を
阻
止
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

A

財
政
牧
入
上
|
|
前
記
、
技
術
上
の
困
難
と
、
経
済
上
の
懸
迫
と
の
矯
め
に
、
場
合
に
よ
り
て

は
、
牧
入
が
純
盆
比
例
に
比
し
て
一
一
暦
少
〈
な
る
と
い
ふ
こ
と
に
も
な
り
得
る
。

間
鋸
山
の
賃
貸
債
格
に
よ
る
方
法
ー
ー
も
一
方
法
で
あ
る
。
其
は
賓
際
叉
は
之
な
き
と
き
に
は
推
定
の

賃
貸
債
格
に
よ
る
の
で
あ
り
、
此
が
英
園
の
冨

z
qと
ユ

m
r
z
E
q
に
行
は
る

4

る
。
此
賃
貸
債
格
の
決
定
自
身
が

可
な
り
に
技
術
上
に
六
っ
か
し
い
も
の
だ
が
、
而
か
も
此
が
決
定
さ
れ
に
と
し
て
も
結
果
は
可
な
り
不
満
足
、

Terhal1e， Fw 円.270.
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公
平
と
な
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
位
な
れ
ば
、

一
層
の
こ
と
煩
を
胃
し
て
、
純
盆
を
調
べ
て
課
し
に
方
が
一
一
暦
公
平

た
h
ノ
得
る
o

m課
税
物
件
!
ー
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
少
く
と
も
石
油
、
石
決
を
霊
視
に
入
れ
た
が
良
く
は
な
い
か
と
も
考

へ
ら
れ
る
。
産
業
及
枇
曾
政
策
上
か
ら
左
様
に
考
へ
ら
れ
る
。
併
し
時
の
財
政
必
要
に
よ
り
で
は
生
産
及
生
活
必

要
物
へ
の
課
税
色
止
む
を
得
ゴ
る
こ
と
で
あ
り
、
特
に
此
祝
を
消
費
税
と
見
宇
し
て
、

営
業
者
に
利
盆
の

b

存
す
る
限
り
は
、
之
を
描
順
行
す
る
外
あ
る
去
い
。

川
山
納
一
概
方
法
ー
ー
に
つ
い
て
は
、
繍
し
畳
一
枕
は
前
年
分
を
後
に
な
っ
て
納
め
る
の
は
時
間
然
の
こ
と
で
あ
り
、
純
金

課
税
に
改
め
て
色
、
之
を
ば
襲
用
す
る
舛
な
い
。
鎖
直
枕
は
併
し
之
と
反
劃
仁
強
め
後
年
分
を
前
排
す
る
や
う
じ

な
る
。
此
も
財
政
牧
入
営
確
保
す
る
に
必
要
で
あ
り
、
特
に
此
が
樺
利
料
の
意
味

ee含
む
に
於
て
、
共
か
ら
見
て

一
の
牧
盆
我
と
す
る
以
上
、

は
雷
然
の
こ
と
で
あ
る
。

第
二
段

現

行

法

改

造

案

以
上
の
説
明
か
ら
、
我
国
現
行
法
に
改
正
す
べ
き
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
は
左
の
諸
鮪
で
あ
る
。

↑
課
税
物
件
|
に
つ
い
て
は
、
今
日
は
、
金
、
銀
、
鉛
、
錨
だ
け
を
免
じ
て
居
る
が
、
ぞ
し
て
此
は
貨
幣
政

策
、
園
防
政
策
な

E
か
ら
も
理
解
せ
ら
れ
る
が
、
併
し
此
以
外
の
物
、
特
に
石
油
、
石
炭
の
如
き
を
も
、
出
来
れ

ぱ
兎
積
の
部
に
入
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
尤
も
此
事
は
絶
艶
で
は
な
く
、
随
っ
て
現
般
の
ま
ま
で
も
忍
び
得
る

鋼
業
時
叫
に
就
き
ず

第
三
十
九
巻

四
七
三

第
四
筑

七



鍍
業
税
に
就
き
て

第
三
十
九
谷

四
七
四

第
四
披

ノi¥.

事
で
は
あ
る
。

斗
課
税
標
準
及
税
率
1
ー
に
つ
い
て
は
鉱
区
枕
は
公
平
上
は
不
満
足
ピ
が
、
鍍
業
模
利
料
の
意
味
も
め
り
、
又

鏑
業
監
督
行
政
上
の
聞
係
も
あ
っ
て
、
此
を
其
佳
維
持
す
る
と
し
て
、
鉱
産
税
の
方
は
、
之
を
鉱
業
樺
者
へ
の
純

盆
比
例
課
積
に
改
め
、
更
に
他
目
、
機
舎
を
待
っ
て
、
純
盆
旧
糸
進
課
枕
へ
進
め
る
の
が
、
公
平
上
、
枇
合
同
政
策
上
、

望
ま
し
い
事
で
あ
あ
。

組i

i論

以
上
要
之
、
鋸
業
挽
.
詳
し
く
い
へ
ば
狭
義
の
鉱
業
税
と
砂
鋸
直
積
と
に
つ
い
て
は
、
廃
止
設
も
あ
る
け
れ
ど

も
、
存
蘭
せ
し
め
る
の
理
屈
も
立
ち
、
随
っ
て
之
を
維
持
す
る
と
し
て
、
た
だ
謀
積
物
件
と
し
て
は
、
出
来
石
な

ら
ぱ
石
油
石
炭
位
を
も
免
税
に
入
れ
る
の
が
望
ま
し
く
、
そ
し
て
之
が
枕
質
は
な
し
ろ
直
接
税
で
あ
っ
て
、
耽
益

税
で
あ
る
。
そ
し
て
岡
家
か
ら
奥
へ
ら
れ
た
る
特
植
に
劃
す
る
報
償
と
い
ふ
意
味
も
多
少
は
潜
在
し
て
居
る
。
課

税
方
法
と
し
て
は
、
鋸
直
視
は
鋸
業
政
策
上
か
ら
共
偉
認
め
る
と
し
て
、
鉱
産
税
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
純
盆
謀

税
に
改
め
る
の
が
、
公
卒
課
税
及
枇
曾
政
策
上
か
ら
し
て
望
ま
し
と
す
る
。


